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特集 : ミ パ エ類の根絶 (1)
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は じ め に

奄美 ・ 沖縄の南西諸島 で実施 し て い た ウ リ ミ パエ の根
絶防除事業 は， 平成 5 年 (1993) 10 月 末の八重山群島の
根絶 を も っ て， わ が国全域か ら ウ リ ミ パエ の根絶 を達成
し た 。 こ れ に よ り ， 昭和 61 年 (1986) 2 月 の ミ カ ン コ ミ
パエ根絶 と 併せ て ， わ が 国全域か ら 両 ミ パエ が一掃さ れ
た こ と と なる。

こ こ に わ が国 に お い て根絶に成功 し た ミ カ ン コ ミ パエ
と ウ リ ミ パエ の根絶防除事業の概要 を紹介する。

奄美 ・ 沖縄の南西諸島 に は， 本土 に 未発生の ミ カ ン コ
ミ パエ と ウ リ ミ パエ が， 小笠原諸島 に は ミ カ ン コ ミ パエ
が発生 し ， 果実や果菜類 に 大 き な被害 を 与 え て き た 。 ま
た ， こ れ ら ミ パエ類の未発生地域への ま ん延 を 防止する
た め ， 植物防疫法 に よ っ て 寄主果実の本土への移動が制
限 ま た は禁止 さ れて い た 。

こ の よ うな農産物の移動規制措置 は， 亜熱帯の 自然条
件を生か し た 地域農業 の 振興 に と っ て 大 き な障害 と な っ
て い た 。 こ の た め ， 農林水産省 は ， 恒久的 に 無条件で移
動で き る方法 と し て ， ま た ， 本土への侵入 ・ ま ん延 を 防
止する と いう観点か ら ， ミ カ ン コ ミ パエ と ウ リ ミ パ エ の
根絶計画 を策定 し た 。

南西諸島 に お ける ミ カ ン コ ミ パエ の 根絶防除事業 は，
昭和 43 年 (1968) か ら 奄美群島の 喜界島で実施 し た オ ス
除去法 に よ る根絶実験事業 の成果 を も と に， 奄美群島全
域， そ し て 沖縄県全域へ と 順次 防除地域が拡大 さ れ て
い っ た 。 そ の結果， 昭和 55 年 (1980) 5 月 奄美群島全域
で， 昭和 61 年 (1 986) 2 月 沖縄 県全域で根絶 を 達成 し
Tこ。

ま た ， 小笠原諸島の ミ カ ン コ ミ パエ 根絶防除事業 は，
喜界島 に お ける根絶実験事業や久米島にお けるウ リ ミ パ
エ の根絶実験事業の成果 を も と に ， 昭和 50 年 ( 1975) か
ら オ ス 除去法 と 不妊虫放飼法の併用 に よ り 実施さ れ， 昭
和田 年 (1 985) 2 月 根絶 し た 。

南西諸島 と 小笠原諸島の ミ カ ン コ ミ パエ根絶防除事業
に は ， 1 8 年の歳 月 と 総額 50 億 円 の 直接防除費 (人件費
を除 く 。 ) ， 延べ 19 万 2 千人が投 じ ら れた。
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一方， ウ リ ミ パエ に つ い て は ， 昭和 47 年 ( 1972) か ら
沖縄の本土復帰特別事業 と し て 久米島 で実施 し た不妊虫
放飼法 に よ る 根絶実験事業の成功例 を 基礎 に ， 奄美群島
で は 昭 和 54 年 (1979) か ら ， 沖 縄 県 で は 昭 和 55 年
(1 980) か ら 不妊虫放飼 法 に よ る本格 的 な 根絶防除事業
が開始 さ れ た 。 そ の結果， 昭和 60 年 (1985) 10 月 奄美
群島 の喜界島で根絶 に 成功 し た の を 皮切 り に ， 平成元年
(1989) 10 月 奄美群島全域で， 平成 5 年 (1993) 10 月 沖
縄県全域で線絶 を 達成 し た 。 ウ リ ミ パ エ 根絶防除事業 に
は ， 22 年の歳 月 と 直接防除費 (人件費 を 除 く 。 ) 204 億
円， 延べ 44 万人が投 じ ら れ， 625 億頭の不妊虫 が放飼 さ
れた。

わが国にお り る ミ パエ類の根絶防除事業 は ， 昭和 43 年
(1968) に ミ カ ン コ ミ パ エ の 根絶実験事業 に 着手 し て 以
来， 平成 5 年 (1993) 10 月 ウ リ ミ パエ の根絶 を 達成する
ま で の 26 年間 に ， 総額約 254 億 円 の 直接防除費 (人件
費を除 く 。 ) を 費や し て ， わ が 国 か ら ミ カ ン コ ミ パエ と ウ
リ ミ パエ を一掃 し た こ と に な る 。

なお， ミ カ ン コ ミ パエ ， ウ リ ミ パエ の根絶 さ れ た 地域
では， そ の つ ど寄主植物の移動規制 を解除 し て き た 。

I わが固における ミ カ ン コ ミ パエ と ウ リ

ミ パエの侵入 と 定着

1 ミ カ ンコ ミ ...<エ

我が国で ミ カ ン コ ミ パエ が最初に発見 さ れた の は南西
諸島で， 大正 8 年 (1919) 沖縄本島中部で発見 さ れた と
き に は既 に八重山， 宮古群島 で も 発生 し た と い わ れて い
る。 初確認か ら 10 年後の昭和 4 年 (1929) に は奄美群島
の喜界島で， さ ら に 昭和 2 1 年 ( 1946) に は 奄美群島全域
で発生 し て い るの が確認 さ れた 。

一方， 小笠原諸島では， 大正 14 年 ( 1925) ご ろ ， サ イ
パ ン 島か ら 寄生果実が持 ち 込 ま れた の が最初 と い わ れ て
お り ， 同諸島の 日 本復帰直後の昭和 43 年 (1968) に は硫
黄島等の一部 を 除 い て ほ ぼ全域に発生 し て い る こ と が確
認 さ れた 。

2 ウ リ ミ パ エ

わが国で ウ リ ミ パエ が初 め て 発見 さ れた の は ， 大正 8
年 (1 919) に 沖縄県 の八重山群島 で， 昭和 4 年 (1929)
に は 宮古群島で も 発見 さ れた。 そ の後 40 年間， 発生拡大
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は み ら れな か っ た が， 昭和 45 年 (1970) 6 月 久米島で，
昭和 47 年 ( 1972) 9 月 に は沖縄本島 で発見 さ れて 以来急
速 に 北上 し ， 翌 48 年 (1973) 9 月 に は奄美群島 の与論島
と 沖永良部島で， 昭和 49 年 (1974) 8 月 に は奄美群島全
域に発生拡大 し た 。 さ ら に 昭和 52 年 (1977) 4 月 に は
南・北大東島で も 発見 さ れた。 そ の後数回 に わ た っ て種
子島， 屋久島 で も 成虫， 幼虫が発見 さ れた が， 誘殺剤散
布等 の 防除の徹底 に よ り ， 定着す る こ と な く 終息 し た 。

H ミ カ ン コ ミ パエの根絶防除事業の概要

1 奄美群島

米 国 農務省 は ， 1963�64 年 に マ リ ア ナ 諸 島 の ロ タ 島
(85 km2) に お い て ミ カ ン コ ミ パエ の誘殺剤 を 用 い た オ
ス 除去法 に よ り ミ カ ン コ ミ パエ の根絶に成功 し た 。 農林
省 と 鹿児島県 は こ の成果 に 注 目 し， わ が 国 に お 砂 る ミ カ
ン コ ミ パエ 防除の具体的 な 方法 に つ い て 検討 を行い， 昭
和 43 年 (1968) か ら 特殊病害虫緊急防除事業 と し て ， 喜
界島 (57 km2) に お い て オ ス 除去法 に よ り 根絶実験事業
を 行ニう こ と と な っ た 。

根絶防除 に 先立 つ て ， 誘引剤の メ チ ルオ イ ゲ ノ ー ルの
残効性， 誘引剤の有効範囲， 誘引剤 に対す る 反応の個体
差， 成虫の野外での生存 日 数， 発生密度等の事前調査が
行わ れた。 続 い て 昭和 43 年 (1968) 9 月 か ら メ チ ル オ イ
ゲ ノ ー ル 97% と 殺虫剤 ジ プ ロ ム 3% の混合剤 を 浸み 込
ま せ た誘殺板 ( テ ッ ク ス 板) がヘ リ コ プタ ー か ら 2 ha 当
た り 1枚の割合で 1O�15 日 間隔 で散布 さ れた 。 ま た ， 集
落等 に は 1 . 3 ha 当 た り l枚の割合で 10�15 日 間隔で樹
木 に 吊 り 下 げ ら れ た 。 そ の 結果， 5 か 月 後 の 昭和 44 年
(1969) 2 月 か ら 成虫， 幼虫 と も 全 く 発見 さ れな く な り ，
根絶 は成功 し た か に み え た が， 同年 9 月 以降， 成虫 と 幼
虫が発見 さ れ， 隣接す る 奄美大島や近在の島々 か ら の飛
来の疑いが持た れた。

喜界島 に お げ る 根絶実験事業の結果， 誘殺板の ヘ リ コ
プタ ー散布や 樹木への吊 り 下 げ に よ る 防除効果が立証さ
れた が， ヘ リ コ プタ ー を使用 せ ず， 誘殺剤の 樹木への吊
り 下 げの み に よ る 防除実験が昭和 44 年 (1969) 10 月 か
ら 45 年 (1970) 8 月 に か け て 与論島 に お い て 実施 さ れ
た 。

喜界島及び与論島 に お け る 実験防除の結果 を も と に ，
昭和 46 年 (1971) 1 月 か ら 与論島及び沖永良部島で， 昭
和 47 年 (1972) 7 月 か ら 徳之島で， 昭和 48 年 (1973) 5 
月 か ら 奄美大島 に お い て誘殺板の ヘ リ コ プタ 一散布や樹
木への用 り 下 げに よ る 密度 抑圧防除が行わ れ， 防除効果
が上が っ た 。

し か し な が ら ， 島別 に個々 に 防除 を行 っ て も ， 他島か

ら の再侵入 に よ り 十分 な効果が期待で き な か っ た た め，
昭和 49 年度 (1974) か ら 農林省補助事業 に よ る 「奄美群
島特殊病害虫特別防除事業j と し て奄美群島全域 を対象
に一斉に 根絶防除が開始 さ れた 。

奄美群島全域 に お け る 根絶防除 は， 昭和 49 年 ( 1974)
5 月 か ら 行わ れ， 誘殺テ ッ ク ス 板の ヘ リ コ プ タ 一散布 (2
ha 当 た り 1枚) や 樹木への吊 り 下 げ (1 ha 当 た り 4枚)
の ほ か， 長 さ 5�10 cm の誘殺木綿ロ ー プ (1 ha 当た り
3 本) と 長 さ 3 cm の 綿棒が散布 さ れた 。

そ の結果， 徳之島 で は 昭和 52 年 (1977) 1 1 月 に ， 喜界
島 と 奄美大島で は翌日 年 ( 1978) 1 月 を最後に ミ カ ン コ
ミ パ エ は 全 く 発見 さ れ な く な り ， 昭 和 54 年 (1979) 5 
月 ， こ れ ら 3 島 の 根絶が達成 さ れた 。 残 る 沖永良部島 と
与論島では， 少数の成虫が誘殺 さ れ る 状況 が続 い た が，
隣接す る 沖縄群島 の根絶防除の効果が上が り 始 め た 昭和
53 年 ( 1978) 4 月 を最後 に 発見 さ れ な く な り ， 昭和 55 年
(1980) 5 月 ， 両島の根絶が達成 さ れた 。

奄美群島 に お け る ミ カ ン コ ミ パエ の根絶防除 は， 昭和
43 年 (1968) 以来日 年の歳 月 と 9 億 5 千万 円 (うち 国費
8 億 4 千万円 ) の 直接防除費 (人件費 を 除 く 。 ) ， 延べ 4 万
2 千人が投入 さ れた 。

2 沖縄県

沖縄県 に お け る ミ カ ン コ ミ パエ の 根絶防除 は ， r沖縄
県特殊病害虫特別防除事業j と し て ， 昭和 52 年 (1977)
10 月 か ら 奄美群島 で成果 を 収 め た オ ス 除去法 に よ り 沖
縄群島 (沖縄本島， 慶良間諸島， 久米島及び周辺諸島，
南 ・ 北大東島) に お い て 開始 さ れた 。

沖縄群島 の 根絶防除 に あ た っ て は， 最初は奄美群島 の
経験 も 踏 ま え て 住宅地域 に 対 し て 長 さ 3 cm の誘殺綿棒
を 1 ha 当 た り 5 本， 年間 7 回程度地上か ら 散布， 住宅地
域 以 外 に 対 し て は 長 さ 5 cm の 誘殺 木 綿 ロ ー プ を 1 ha 
当 た り 6 本， 年 間 8 回程度 ヘ リ コ プ タ ー か ら 散布 さ れ
た 。 し か し ， 一定密度以下 に 低下じな い と いう問題が生
じ た た め ， 久米島や伊平屋島等 に お い て 残効期間の長い
誘殺テ ッ ク ス 板 を使用 し ， 防除回数， 薬剤量 を増加 し た
結果， 防除効果が顕著 に現れた 。

こ の成果 を 受 げ て 昭和 54 年 (1979) 4 月 か ら 沖縄群島
全域 に お い て誘殺 テ ッ ク ス 板の散布 に切 り 替え ， 住宅地
域 に は 1 ha 当 た り 2�4枚 を年間 7�12 回 樹木へ の 吊 り
下 げ， 住宅地域以外 に は ヘリコ プタ ー に よ り 1 ha 当 た り
2�3枚を年間 8�12 回散布 し た 。 そ の結果， 防除効果 は
著 し く 上が り ， 昭和 56 年 (1981) 6 月 久米島 に お い て 1
頭誘殺 さ れた の を 最後 に ミ カ ン コ ミ パエ は全 く 発見きれ
な く な り ， 昭和 57 年 (1982) 8 月 根絶が達成 さ れた。

ま た ， 昭和 55 年( 980) 4 月 に 沖縄 県 農林水産部 に
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表-1 ミ カ ン コ ミ パエ根絶防除事業の概要

地 域 防除対象 防 除 期 間 根 絶 法
面積 (km')

奄美群島 オ ス 除去法
喜界島 56 . 9  昭 和 43年9 月 ~

54年5 月
奄美大島 819 . 8  昭 和 49年5 月 ~
徳之島 247 . 9  54年5 月
沖永良部島 93 . 6  昭和 49年5 月 ~
与論島 20 . 5  55年5 月

-・ーーー・・ーー・・・・・・・ー ---------ーーーーー ーーー..ーーーーーーーーーーー・・・・・・ -・・・ー，ーー・・ーー..・-ーー司

計 1 ，238 . 7  

沖縄県 オ ス 除去法
沖縄群島 1，439 . 2  昭 和 52年10 月 ~

57年8 月
宮古群島 227 . 1 昭 和 57年4 月 ~

59年10 月
八重山群島 586 . 0  昭 和 57年4 月 ~

61年2 月
ーーーー，・ー---------- ーーーーーーー..・・・岨・ ー----"ーー ーーーー・ーー・・・・ー岨 ー..幽胃司ーー ーーーーー・ 曲..

計 2，252 . 3  

小笠原諸島 106 . 2  昭 和 50年12 月 ~ オ ス 除去法 と
60年2 月 不妊 虫放飼法

-----・・・・・・・・・・・ー ーーーーーーーーー・---- ー・・・・ーーーーーーーーーー・・・・・・・ ...ーーーー・・値岨・・ーーーーーー

dE企3h 計 3，597 . 2  

「 ミ パエ対策事業所J が設置 さ れ， ミ ノ Tエ 防除体制が整備
さ れた 。

さ ら に 宮古， 八重山群島 の 根絶防除 は ， 沖縄群島 の根
絶 に め ど が つ い た 昭和 57 年 (1982) 4 月 か ら 開始 さ れ
た 。

宮古群島の根絶防除 は ， 沖縄群島 の 経験 を 生か し て ，
住宅地域 に は 誘殺 テ ッ ク ス 板 を 1 ha 当た り 4枚， 年間
10 回程度 樹木 へ の 吊 り 下 げ を ， 住宅地域以外 に 対 し て
は ヘ リ コ プタ ー に よ り 1 ha 当た り 2枚， 年間 8�12 回散
布 し た 。 防除開始 3 か 月 目 ま で は 防除効果 は順調 に 上
が っ て い た が， そ の後横 ば い が続 い た た め ， 原因調査が
行わ れた 結果， ミ カ ン コ ミ パエ の 寄主果実が豊富 な 拝所
(信仰上の聖域で立 ち 入 り 困難な場所) に対する防除圧が
弱 い こ と がわ か っ た 。 こ の た め ， 昭和 58 年 (1983) 1 月
か ら 樹木への吊 り 下 げ に よ る防除 を 強化 し た 結果， 同年
8 月 l 頭誘殺 さ れた の を 最後 に ミ カ ン コ ミ パ エ は 全 く 発
見 さ れな く な り ， 昭和 59 年 (1984) 10 月 根絶が達成 さ れ
た 。

一方， 八重山群島 の根絶防除 は， 宮古群島 と 同様 に住
宅地域 に は誘殺テ ッ ク ス 板 を 1 ha 当 た り 4枚， 年間 10
回樹木への吊 り 下 げ を ， 住宅地域以外に対 し て は ヘ リ コ
プタ ー に よ り 1 ha 当 た り 2枚を 年間 6�8 回散布 し た 。
そ の 結果， 防 除効果 は 著 し く 上 が っ た が ， 昭和 58 年
(1983) 4 月 から 8 月 に か け て 西表 島 等で誘殺数が増加し

一一一 3 

た た め ， 原因調査が行わ れ， ヘ リ コ プ タ 一散布が困難 な
海岸線や寄主植物が豊富 な 廃村部等へ の 防除圧が弱 か っ
た こ と がわ か っ た 。 こ の た め ， ヘ リ コ プ タ ー に よ る防除
を強化 し た 結果， 昭和田 年 (1984) 9 月 ， 西表島 で 1 頭
誘殺 さ れた の を最後に ミ カ ン コ ミ パエ は 全 く 発見 さ れな
く な り ， 昭和 61 年 (1986) 2 月 根絶が達成 さ れた 。

沖縄県 に お ける ミ カ ン コ ミ パエ の根絶防除 は， 昭和 52
年 (1977) 10 月 以来， 8 年 5 か月 の歳 月 と 25 億 8 千万円
(うち 国費 19 億 7 千万 円 ) の 直接防除 費 (人件費 を 除
く 。 ) ， 延べ 1 1 万人が投入 さ れ た 。 沖縄県 の根絶防除 に
は， 奄美群島 の経験が大 い に 生 か さ れ， 全体 と し て 防除
期聞が短 く 終了 す る こ と がで き た 。

3 小笠原諸島

小笠原諸島 の本土復帰 (昭和 43 年 6 月 ) 前 に ， 米軍が
オ ス 除去法 に よ り 根絶防除 を 実施 し て 失敗 し た と 伝 え ら
れ， メ チ ル オ イ ゲ ノ ー ル に 反応 し に く い ミ カ ン コ ミ パエ
の 系統が存在する こ と が懸念さ れた た め ， 同諸島 の 根絶
防除 に は， オ ス 除去法 と 不妊虫放飼法 を併用 し た 防除法
が採用 さ れた 。

根絶防除 に 先立 つ て ， 昭和 44 年 (1969) か ら 東京都 に
よ り 基礎研究が行わ れ た 。 こ の研究結果 を も と に ， 昭和
50 年 ( 1975) 12 月 か ら 翌年 9 月 ま で同諸島全域 を対象に
一斉に誘殺木綿ロ ー プの ヘ リ コ プタ 一散布 と 誘殺テ ッ ク
ス 板の地上吊 り 下 げ に よ る密度 抑圧防除が行わ れた。 続
い て 昭和 51 年 (1976) 1 1 月 か ら 毎 月 60�300 万頭 の 不
妊虫が放飼 さ れた が， 父島列島， 母島列 島 で防除効果が
上が ら な か っ た 。 こ の 原因 は 不妊虫放飼頭数の不足 と 考
え ら れた た め ， 増殖施設の拡充が図 ら れる と と も に ， 同
諸島全域 に お け る不妊虫放飼 を と り や め ， 列 島 ご と の 防
除 に切 り 換 え ら れた 。

ま ず， 昭和 53 年 (1978) 5 月 か ら 鍔島列島 に お い て 毎
月 300万頭の不妊虫が放飼 さ れ， 同年 9 月 寄生果実が発
見 さ れ な く な っ た 。

母島列島 で は ， 昭和 53 年 (1978) 5 月 か ら 1 1 月 に誘殺
木綿ロ ー プの ヘ リ コ プ タ ー か ら の散布 に よ る密度 抑圧防
除 を 実施 し た 後， 1 1 月 か ら 毎週 200 万頭の不妊虫放飼が
行われた 結果， 昭和 56 年 ( 1981) 6 月 以降寄生果実 は 全
く 発見 さ れな く な っ た 。

残 る 父島 列 島 は ， 昭 和 53 年 (1978) 5 月 か ら 55 年
(1980) 6 月 に 密度 抑圧防除が行わ れ た が， 防除効果が上
が ら な か っ た た め ， 防 除 を 一 時 中 断 し ， 昭 和 56 年
(1981) 1 1 月 か ら 昭和 57 年 (1982) 2 月 に誘殺テ ッ ク ス
板 に よ る密度 抑圧防除が行わ れ た 。 続 い て 毎週 600 万頭
の不妊虫が放飼 さ れた 結果， 昭和 58 年 ( 1983) 5 月 以降
寄生果実は 全 く 発見 さ れ な く な り ， 昭和 60 年 ( 1985) 2 
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月 根絶 し た 。
小笠原諸島 に お け る ミ カ ンコ ミ パエ根絶防除 は ， 昭和

50 年 (1975) 12 月 以来， 9 年 3 か 月 の 歳 月 と 14 億 3 千万
円 ( う ち 国費 13 億 8 千万 円 ) の直接防除費 (人件費を除
く 。 ) ， 延べ 4 万人が投入 さ れ た 。 小笠原諸島の ミ カ ン コ
ミ パエ 根絶防除 は ， 沖縄県 の久米島にお けるウ リ ミ パエ
の不妊虫放飼 に よ る防除が大 き な基礎 と な っ た 。

皿 ウ リ ミ パエの根絶防除事業の概要

1 久米島 における根絶実験防除

昭和 46 年 (1971) 秋， 沖縄の本土復帰が確実 と な り ，
そ れ に伴 っ て種々 の本土復帰特別事業が検討 さ れた。 そ
の 中 で農林省植物防疫課 は ， 1963 年 に 米国農務省がマ リ
ア ナ諸島の ロ タ 島 で成功 し た ウ リ ミ パエ の不妊虫放飼法
に よ る根絶実験防除 に 注 目 し ， 当 時， ウ リ ミ パエ が侵入
し た ばか り の久米島 に お い て 不妊虫放飼法 に よ り ウ リ ミ
パエ の根絶実験事業 を行う こ と と な っ た 。

根絶実験事業 は ， 昭和 47 年 (1972) か ら 開始 さ れ， ま
ず， 根絶防除 に 必要 な ウ リ ミ パエ の大量増殖施設 を 石垣
島 に ， 不妊化施設 を 沖縄県農業試験場敷地内 (那覇市)
に 建 設 す る こ と か ら 開 始 さ れ た 。 つ い で 昭 和 47 年
(1972) 12 月 か ら ウ リ ミ パエ の キ ュ ウ ル ア誘殺剤及び プ
ロ テ イ ン 剤 に よ る密度 抑圧防除 を 実施 し ， 野生虫 の密度
を低下 さ せ た 上， 昭和 50 年 (1975) 2 月 か ら 毎週 100 万
頭の不妊虫 (踊) が地上 に 配置 し た プラ ス チ ッ ク 製放飼
バケ ツ か ら 放飼 さ れた 。 し か し な が ら ， 防除効果が上が
ら な か っ た た め ， 昭和 51 年 (1976) 6 月 か ら 毎週 400 万
頭に増加 し た 結果， 防除効果 は著 し く 上が り ， 昭和 53 年
(1978) 9 月 根絶 に 成功 し た 。 久米島 に お ける根絶実験防
除 に は， 3 億 6 千万頭の不妊虫が放飼 さ れた 。

久米島 に お け るウ リ ミ パエ の 根絶実験事業 は， 米国農
務省が行 っ た マ リ ア ナ 諸 島 の ロ タ 島 に お け る成功例 は
あ っ た も の の ， わ が国では初め て の不妊虫放飼法 に よ る
害虫の根絶防除であ り ， 野生虫の密度推定， 不妊虫 の大
量増殖， 不妊化等多 く の技術的 な 問題 に 直面し た が， 事
業 を推進 し な が ら 研究や技術開発が進 め ら れ， 根絶 に成
功する と と も に ， 後の本格的な 根絶事業の基礎 を確立す
る こ と と な っ た 。

2 奄美群島 ・ 沖縄県における根絶防除

久米島 に お けるウ リ ミ パエ 根絶成功例 を 基礎 に， 農林
水産省 は， 鹿児島県 と 沖縄県 と も 協議 を 重ね， 南西諸島
全域か ら ウ リ ミ パエ を 根絶する こ と と な り ， 奄美群島 と
沖縄県 そ れ ぞ れ 10 年以上 に 及ぶ壮大 な 根絶計画 を策定
し ， 根絶防除事業が着手 さ れた。

( 1 )  奄美群島

奄美群島 に お ける根絶防除 は ， 島 の大 き さ ， 不妊虫大
量増殖施設の効率的な利用 等 を考慮し て ， 最初 は 喜界島
で， 次 い で奄美大島， さ ら に徳之島 ・ 沖永良部島 ・ 与論
島の順に根絶 に と り か か る こ と と な っ た 。

ま ず， 昭和 54 年 (1979) か ら 2 年計画で名瀬 市内の鹿
児島県農業試験場大島支場敷地内に毎週 400 万頭生産規
模の不妊虫大量増殖施設 を建設する と 同時 に ， 昭和 55 年
(1980) 7 月 鹿児島県大島支庁 に ウ リ ミ パエ 防除対策室 を
新設 し， 防除体制 の 整備が図 ら れた 。

続 い て 喜界島 に お い て 昭和 56 年 (1981) 1 月 か ら 7 月
ま で不妊虫放飼 に 先立 っ て ヘ リ コ プタ ー か ら の オ ス 誘殺
剤の散布や地上か ら の プ ロ テ イ ン 剤散布 に よ る密度 抑圧
防 除 が 行 わ れ ， 同 年 8 月 か ら 毎 週 400 万 頭 の 不妊 虫
(踊) が地上 に配置 し た プラ スチ ッ ク 製放飼バ ケ ツ か ら 放
飼 さ れた 。 そ の結果， 昭和 59 年 (1984) 5 月 か ら ウ リ ミ
パエ野生虫 は全 く 発見 さ れな く な り ， 昭和 60 年 (1985)
10 月 根絶に成功 し た 。 喜界島の根絶 ま で に 8 億 9 千万頭
の不妊虫が放飼 さ れた 。

喜界島 の防除 と 併行 し て ， 昭和 57 年 (1982) か ら 3 年
計画で毎週 4 ， 000 万頭生産規模の 不妊虫大量増殖施設が
増設 さ れ， 大規模増殖体制 の 整備が図 ら れた 。

奄美大島 は， 昭和 60 年 (1985) 2 月 か ら 9 月 ま で ウ リ

表-2 ウ リ ミ パエ根絶防除事業 の概要

地 域 防除対象 防除期間 根 絶 法 根絶 ま で に要
面 積 し た 不妊 虫放
(km') 飼総数

奄美群島 不妊虫放飼法
喜界島 56.9 昭和56年l月 毎週400万頭 8億9，000万頭

�60年10月

奄美大島 819 . 8  昭和60年2月 毎週3，000万頭 43億8，000万頭

�62年11月 �4，000万頭

徳之島 247 . 9  

沖永良 93.6 昭和61年12月 毎週2，500万頭 41億頭

部島 ~平成元年10月 �3，300万頭

与論島 20.5 ー--ー-----ーーー ーーー--------・・--------- ・ー・-- ーーーーーーーーーー・---- ー・ーーーーー----------
計 1，238.7 93億7.000万頭

沖縄県 不妊虫放飼法
久米島 60.0 昭和47年12月 毎週100万頭~ 3億6，000万頭

�53年9月 400万頭

宮古群島 227 . 1  昭和52年12月 毎週3.000万頭 63億4，000万頭

�62年11月 �4，800万頭

沖縄群島 1，379.2 昭和61年5月 毎週8，000万頭 309億4，000万頭

~平成2年10月 �1億8，500万頭

八重山 586 . 0  平成元年10月 毎遇8，300万頭 154億4，000万頭

群島 �5年10月 �9，000万頭----------ーー・・ーーー・ーー------ー .ーーー・ーーーーーーーーーー ーーーーーーー---------ー
計 2，252.3 530億8，000万頭

d口与 計 3，49l . 0  624億5，000万頭

一一一 5 一一一
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類の栽培地周 辺や集落 に お い て 地上か ら の プロ テ イ ン剤
散布 に よ る 密度 抑圧防除が行わ れ， 続 い て 同年 9 月 か ら
毎週 3 ， 000 万�4 ， 000 万頭の不妊虫 (嫡) が地上の放飼用
バ ケ ツ と ヘ リ コ プ タ ー (山間部や無人島等) か ら 放飼 さ
れた。 そ の結果， 不妊虫放飼開始 10 か 月 後の昭和 61 年
( 1986) 6 月 か ら ウ リ ミ パエ野生虫 は全 く 発見 さ れな く な
り ， 昭和 62 年 ( 1987) 1 1 月 根絶 し た 。 奄美大島の根絶 ま
で に 43 億 8 千万頭の不妊虫が放閲さ れた。

徳之島， 沖永良部島， 与論島 は ， 昭和 61 年 (1986)
12 月 か ら 昭和 62 年 ( 1987) 5 月 ま で ウ リ 類の栽培地周辺
や野生寄主植物の 自 生地 を対象 に地上か ら の プ ロ テ イ ン

ウリ ミ パエ成虫

|寄 主 植 物|

剤散布 に よ る 密度 抑圧防除が行わ れ， 続 い て 昭和 62 年 5
月 か ら 毎週 2 ， 500 万�3 ， 300 万頭の不妊虫 (蝿) が地上の
放飼用ノ T ケ ツ と ヘ リ コ プタ ー (徳之 島 の 山 間部) か ら 放
飼 さ れ た 。 そ の 結果， 不妊虫放飼 開始 1 1 か 月 後の 昭和
63 年 (1988) 3 月 か ら ウ リ ミ パエ野生虫 は 発見 さ れ な く
な り ， 平成元年 (1989) 10 月 根絶 を 達成 し た 。 徳之島，
沖永良部島， 与論島 の 根絶 ま で に 41 億頭 の 不妊虫が放
飼 さ れた 。

こ れ に よ り 奄美群島全域か ら ウ リ ミ パ エ の 根絶が達成
さ れ， ウ リ ミ パ エ の 寄主果実の移動規制 を 全面的 に 解除
し た 。

奄美群島 の板絶防除事業 に は ， 事業開始以来 10 年 7 か
月 の歳 月 と 総額 34 億 l 千 万 円 (うち 国 費 33 億 2 千 万
円 ) の直接防除費 (人件費 を 除 く 。 ) ， 延べ 12 万 2 千人が
投 じ ら れ， 約 94 億頭の不妊虫が放飼 さ れた 。 昭和 49 年

ヰJ
。

・. \) 

. 
トカラ列 島キュウリ， スイカ， カボチャ， トマト， ナス

ヒqーマン， パパイヤ， インゲン， マンゴウ

など16科55積以上 「 昭柿如1月慨 I __ __ I 1 
1 コnr.1 昭和60年10月榔色 | 

喜界島(昭和56-

| 平成元年10月樹色 | 
(昭和61-平成元年)

昭和53年間欄 ] 3
久米島(昭和47-53年)

| 平成2年10月蜘 | 
沖縄群島(南・北大東島を含む)

(昭和61-平成2年)

幣 西空マ (3 1322年) |
『\、、 、ノ."/石垣島
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(1974) 奄美群島全域 に侵入定着 し て 以来， 実 に 16 年ぶ
り に ウ リ ミ ノ T エ が い な く な っ た こ と に な る 。

( 2 ) 沖縄県
沖縄県 に お け る 根絶防除 は， 島 の大 き さ ， 島の地形，

不妊虫大量増殖施設 の 建設計画等 を 考 慮 し て ， 宮古群
島， 沖縄群島， 八重山群島の順 に 根絶 を 図 る こ と と な っ
た。

根絶防除 に 先立 つ て ， 昭和 55 年 (1980) か ら 昭和田
年 (1986) ま で那 覇 市内の沖縄県農業試験場内に 毎週 l
億頭以上生産可能な不妊虫大量増殖施設が建設 さ れた 。

続い て 宮古群島 に お い て ， 昭和田 年 (1983) 12 月 か ら
不妊虫放飼 に 先立 つ て ， オ ス 誘殺剤の ヘ リ コ プタ ー散布
等 に よ り 密度 抑圧防除が行わ れ， 昭和 59 年 ( 1984) 8 月
から毎週 3 ， 000 万�4 ， 000 万頭の 不妊虫 が放飼 さ れた 。
不妊虫の放飼方法 は ， 成虫 に し た 後， 2�50Cで低温麻酔
し， ヘ リ コ プタ ー に設置 し た 放飼装置か ら ば ら ま く も の
で， わが国では初 め て の方法で行わ れた 。 そ の結果， 昭
和 62 年 (1987) 2 月 以 降 ウ リ ミ パエ 野生虫 は全 く 発見 さ
れな く な り ， 昭和 62 年 ( 1987) 年 1 1 月 根絶 し た 。 宮古
群 島 の 根 絶 ま で に 63 億 4 千 万 頭 の 不妊 虫 が 放飼 さ れ
た 。

沖縄群島 (沖縄本島 と 周辺諸島， 南 ・ 北大東島) は，
宮古群島の根絶 に め どがつ い た 昭和 61 年 (1986) 5 月 か
ら 沖縄本島 中南部 に お い て オ ス 誘殺剤 の ヘ リ コ プタ 一散
布等 に よ り 密度 抑圧防除が行わ れ， 同年 1 1 月 か ら 毎週
8 ， 000 万�1 億 1 ， 000 万頭 の 不妊成虫が低温麻酔 し た 後
に ヘ リ コ プタ ー か ら 放飼 さ れた 。 さ ら に 沖縄本島北部 と
周 辺諸島 に お い て も 昭和 61 年 (1986) 1 1 月 か ら オ ス 誘
殺剤 の ヘ リ コ プ タ 一散布等 に よ り 密度 抑圧 防除が行わ
れ， 62 年 ( 1987) 3 月 か ら 毎週 2 ， 000 万�7 ， 900 万頭の不
妊成虫 が低温麻酔後， ヘ リ コ プ タ ー か ら 放飼 さ れ た 。
南 ・ 北大東島 で も 昭和 63 年 (1988) 3 月 か ら 毎週 600 万
�1 ， 000 万頭の 不妊成虫が地上 か ら 放飼 さ れた 。 不妊虫
の放飼頭数 は順次増加 し， 同群島全域で最 も 多 い時期 に
は， 毎週 1 億 8 ， 500 万頭の不妊成虫が放飼 さ れた 。 そ の
結果， 沖縄本島 で は 平成元 年 ( 1989) 7 月 以降， 南 ・ 北大
東島で も 同年 12 月 以降， ウ リ ミ パエ野生虫 は 全 く 発見 さ
れな く な り ， 平成 2 年 (1990) 10 月 根絶 し た 。 沖縄群島
の根絶 ま で に 3 09 億 4千 万頭の不妊虫が放飼 さ れた。

八重山群島 は， 沖縄群島の根絶防除が最終段階 を 迎え
た平成元年 ( 1989) 10 月 か ら 石垣島 と 竹富島 に お い て オ
ス 誘殺剤の ヘ リ コ プ タ 一散布等 に よ り 密度 抑圧防除が行
われ， 平成 2 年 ( 1990) 1 月 か ら 毎週 4， 000 万�4 ， 400 万
頭の不妊成虫がヘ リ コ プタ ー か ら 放飼 さ れた 。 さ ら に 西
表鳥と 与那国島等で も 平成 2 年 (1990) 5 月 か ら オ ス 誘殺

剤 に よ る 密 度 抑圧 防 除 が行 わ れ， 同 年 1 1 月 か ら 毎 週
4 ， 300 万�5 ， 000 万頭の 不妊成虫 を 放飼， 最終的 に は 同群
島全域で毎週 9 ， 000 万頭の 不妊成虫が放飼 さ れた 。 そ の
結果， 平成 4 年 (1992) 7 月 以降 ウ リ ミ パエ野生虫 は全 く
発見 さ れな く な り ， 平成 5 年 (1993) 10 月 根絶 し た 。 八・
重山群島の根絶 ま で に 154 億 4 千万頭 の 不妊虫が放飼 さ
れた。

こ れ に よ り ， 沖縄県全域か ら ウ リ ミ パエ の根絶が達成
さ れ， ウ リ ミ パエ 寄主果実の移動規制が全面的 に 解除 さ
れた。

沖縄県 の根絶防除事業 に は ， 根絶実験事業開始以来 22
年の歳 月 と 総額 170 億円 (うち 国費 151 億 4 千万円) の
直接防除費 (人件費 を 除 く 。 ) ， 延べ 31 万 8 千人が投 じ ら
れ， 530 億 8 千万 頭 の 不妊 虫 が放飼 さ れ た 。 大 正 8 年
( 1919) 八重山群島で初 め て 発見 さ れて 以来， 実 に 74 年
ぶ り に ウ リ ミ パエ が い な く な っ た こ と に な る o

お わ り に

わ が国 に お け る ミ カ ン コ ミ パエ と ウ リ ミ パエ の 根絶防
除事業 は， 昭和 43 年 ( 1968) 喜界島 に お け る ミ カ ン コ ミ
パエ の根絶実験事業 か ら 始 ま り ， 26 年間 を 要 し て 両 ミ パ
エ を一掃す る こ と がで き た 。

ミ カ ン コ ミ パエ ， ウ リ ミ パ エ と も に 根絶実験事業開始
時に は， 米国農務省 に よ る 小規模の 根絶成功例 は あ っ た
も の の， わ が国 で は 初 め て の 害虫 の 根絶事業 で あ り ， 乏
し い デー タ と 文献 の 中 で根絶事業 を 進め な が ら 研究 も 行
われて き た 。 こ の 根絶防除事業 は ， 計画 ど お り 進め ら れ
て き た が， こ の 間順調 に推移 し て き た わ け で は な く ， 事
業 を 推進す る 過程では， 誘殺剤 の残効性， 有効範囲， 誘
殺剤 の 開発 と 散布技術の 確立， 局地的 な 多発生， ウ リ ミ
パエ の大量増殖に必要な人工飼料 の 開発 と 改良， 大量飼
育技術の確立， 不妊化技術の確立， 不妊虫 の 質 の 向上，
羽化箱の 改良， 不妊虫放飼装置 の 開発等多 く の技術的課
題 を 関係者の献身的な努力に よ り 克服 し て き た 。

ミ カ ン コ ミ パエ ， ウ リ ミ パエ が一掃さ れて も ， 東南 ア
ジ ア 等 に は こ れ ら ミ パエ が発生し て い る 。 南西諸島や小
笠原諸島 は地理的 に も 気候的 に も ミ パエ の侵入の 危険'性
が高 い地域 に あ り ， こ れ ま での 苦労 を 無 に し な い た め に
も ， 今後 ミ パエ の侵入防止対策等 に は 万全 を 期 す こ と が
重要で あ る 。

最後 に ， ミ カ ン コ ミ パエ と ウ リ ミ パ エ の 根絶防除事業
を企画立案 し た 諸先輩の方々 と こ の事業 を成功 に 導 い て
い た だ い た 諸先 輩， 関係省庁， 関係都県， 地元市町村，
農業団体等多 く の 方々 に 深甚 な る 敬意 と 謝意を表す る 。
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